
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
（
竜
樹
）
の
「
中
論
頌
」
は
、
「
般
若
経
」
の
空
の

思
想
を
論
理
的
に
説
く
、
中
観
学
派
の
基
本
的
な
吾
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

す
る
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
（
Ｒ
且
国
司
昌
月
称
、
六
○
○
’
六
五

○
）
の
註
釈
「
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
１
（
呼
關
四
国
自
画
富
目
）
」
は
、
中
観
佛

教
史
上
き
わ
め
て
重
要
な
註
釈
で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
、
並
び

に
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
現
存
す
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
山
口
益
博
士
編
に
よ
る

本
索
引
は
、
「
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
Ｉ
」
に
対
す
る
梵
蔵
・
蔵
梵
対
照
総
索

引
で
あ
る
。
第
一
分
冊
（
冒
誹
○
口
の
）
は
梵
蔵
（
普
邑
、
胃
詳
↓
国
胃
菌
。
）

対
照
索
引
、
第
二
分
冊
令
秒
鼻
目
君
○
）
は
蔵
梵
（
弓
旨
の
国
旨
↓
普
口
の
胃
岸
）

対
照
索
引
で
あ
る
。
「
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
－
」
は
大
乗
佛
教
、
と
く
に
中

観
佛
教
研
究
に
最
も
重
要
な
註
釈
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
れ
に
対
す
る
本
索

引
は
、
佛
教
研
究
者
が
長
く
待
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
度
、
山

Ｊα
戸
吊
巨
皀
匡
国
営
己
四
ｍ
貝
〕
三

胃
ご
ユ
の
〆
言
）
弄
面
の
も
月
餌
の
騨
呂
罠
〕
四
号
）
四
・
画

舅
富
国
・
唇
ぐ
凶
昌
邑
四
丙
四
‐
ぐ
晟
茸
』
。

“

勺
四
目
○
民
５
－
の
山
国
⑫
屏
凰
寸
弓
号
①
菌
冒

も
由
再
弓
尋
○
皿
弓
号
①
国
目
‐
ｍ
曽
勗
丙
国
庁

長
崎
法

潤

口
博
士
が
そ
の
序
文
（
六
頁
）
に
記
す
よ
う
に
、
「
ひ
と
え
に
学
友
平
野
隆

氏
の
長
い
年
月
に
わ
た
る
地
味
な
協
力
」
に
よ
っ
て
本
索
引
が
刊
行
さ
れ

る
に
い
た
っ
た
こ
と
は
、
誠
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
は
、
「
中
論
頌
」
に
お
い
て
大
乗
佛
教
に
中
観
哲

学
の
理
論
的
基
礎
を
与
え
、
中
観
学
派
の
祖
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

「
中
論
頌
」
に
次
の
よ
う
な
註
釈
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

⑩
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
自
註
と
い
わ
れ
る
無
畏
註
念
百
首
三
国
菌
）

（
蔵
訳
に
の
み
現
存
）

②
青
目
（
国
侭
巴
伊
）
の
註
（
漢
訳
）

⑥
佛
護
（
切
目
号
噌
巴
洋
四
）
の
註
（
蔵
訳
）

㈹
渭
弁
（
田
圃
ぐ
圏
う
、
①
菌
）
の
註
（
蔵
、
漢
訳
「
般
若
灯
論
釈
」
）

⑤
無
著
（
勝
凰
盟
）
の
註
（
漢
訳
「
順
中
論
」
）

⑥
安
慧
（
煕
冨
３
９
騨
武
）
の
註
（
漢
訳
「
大
乗
中
観
釈
論
」
）

例
月
称
（
§
且
３
国
畳
）
の
註
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
《
卑
色
の
曾
昌
‐

ロ
名
騨
目
』
蔵
訳
）

こ
れ
ら
七
種
類
の
註
釈
書
の
う
ち
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
と
チ
ベ
ッ
ト

訳
が
現
存
す
る
の
は
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
註
釈
「
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ

ダ
Ｉ
」
の
み
で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
並
び
に
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
訳
を
通

し
て
、
文
献
学
的
に
中
論
を
解
明
し
う
る
利
点
を
有
す
る
。
さ
ら
に
佛
教

思
想
史
の
上
か
ら
言
え
ば
、
佛
護
の
註
に
対
し
て
清
弁
が
批
判
し
、
チ
ャ

ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
佛
護
の
立
場
を
弁
護
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
観

派
の
教
学
体
系
は
プ
ラ
ー
サ
ン
ギ
カ
派
（
佛
護
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ

ィ
の
系
統
）
と
ス
ヴ
ァ
ー
タ
ン
ト
リ
カ
派
（
清
弁
の
系
統
）
と
に
分
裂
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
「
プ
ラ
サ
ン
ナ
・
ハ
ダ
ー
」
は
プ
ラ
ー
サ
ン
ギ
カ
派
中
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観
説
の
代
表
的
註
釈
で
あ
り
、
中
観
派
の
思
想
史
の
上
で
も
重
要
な
位
置

を
占
め
る
。

ド
・
ラ
・
ヴ
ァ
レ
ー
・
プ
ー
サ
ン
（
旧
○
昌
砂
：
旨
く
昌
諒
①
勺
○
口
の
匪
旨
）

教
授
は
、
今
世
紀
の
初
に
こ
の
「
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
Ｉ
」
の
校
訂
出
版
に

着
手
し
、
十
年
間
（
一
九
○
三
’
一
九
一
三
）
の
歳
月
を
か
け
て
、
国
ｇ
ｏ
‐

言
①
○
四
国
員
匡
匡
ｏ
四
門
ぐ
（
陣
．
勺
酔
の
厨
冒
員
）
と
し
て
テ
キ
ス
ト
を
出
版

し
た
。
プ
ー
サ
ン
教
授
は
、
当
時
手
に
し
う
る
あ
ら
ゆ
る
資
料
を
用
い
、
｜

文
献
学
的
方
法
論
を
基
に
し
て
テ
キ
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
を
行
な
っ
て

い
る
。
伽
教
学
に
対
す
る
科
学
的
研
究
方
法
は
、
ビ
ュ
ル
ヌ
フ
（
閃
ロ
鴨
目
①

国
員
口
○
員
）
教
授
に
よ
っ
て
十
九
世
紀
初
に
始
め
ら
れ
た
が
、
本
格
的
な

文
献
研
究
の
成
果
が
な
さ
れ
た
の
は
、
ス
チ
ェ
ル
バ
ッ
キ
ー
（
Ｈ
Ｆ
醗
骨
‐

①
号
呉
の
辱
）
教
授
、
シ
ル
ヴ
ア
ン
・
レ
ヴ
ィ
（
辱
き
秒
旨
原
風
）
教
授
、
プ

ー
サ
ン
教
授
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
と
く
に
、
プ
ー
サ
ン
教
授

の
「
プ
ラ
サ
ン
ナ
。
ハ
ダ
ー
」
の
テ
キ
ス
ト
は
、
同
教
授
校
訂
の
切
○
〔
旨
‐

８
ｑ
胃
胃
胃
名
騨
且
時
奥
入
菩
提
行
論
嗣
○
〔
旨
。
肖
薗
ぐ
ゅ
団
国
に
対
す
る

プ
ラ
ジ
ュ
’
一
ヤ
ー
ヵ
ラ
マ
テ
ィ
爾
且
目
富
国
日
騨
陸
の
註
釈
書
）
の
テ
キ

ス
ト
と
と
も
に
、
文
献
学
的
研
究
に
も
と
づ
く
最
も
す
ぐ
れ
た
成
果
の
一

つ
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

「
プ
ラ
サ
ン
ナ
・
ハ
ダ
ー
」
の
テ
キ
ス
ト
が
出
版
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
テ

キ
ス
ト
は
大
乗
佛
教
の
研
究
者
に
最
も
よ
く
読
ま
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中

観
佛
教
の
研
究
を
大
い
に
促
し
、
多
数
の
研
究
や
翻
訳
が
な
さ
れ
た
。
た

と
え
ば
、
ス
チ
｜
一
ル
バ
ッ
キ
ー
は
第
一
、
第
二
十
五
章
の
英
訳
（
、
二
一
。

（
ど
こ
の
①
む
ほ
○
旨
具
団
匡
（
三
三
稗
ｚ
旨
く
脚
口
角
》
］
ｈ
〕
］
旨
唱
騨
（
一
ゞ
］
縄
ご
）
シ
ャ

イ
エ
ル
（
撰
ぶ
巨
一
履
冨
葛
普
冨
胃
喫
）
は
第
十
章
の
独
訳
（
国
口
角
冒
匡

陣
。
ロ
ロ
詳
民
｝
Ｆ
葛
○
急
》
ご
ぢ
）
》
並
び
に
第
五
、
第
十
二
ｒ
十
六
章
の
独

訳
（
缶
ロ
侭
①
弓
舞
匡
冨
属
砦
洋
里
四
房
号
尉
阿
儲
豊
旨
息
四
目
】
嗣
国
冒
昌
⑦
〉

乞
曽
）
．
ラ
モ
ー
ト
は
第
十
七
章
の
佛
訳
（
陣
巨
罷
①
房
』
ご
患
）
）
ド
ゥ
・
ヨ

ン
グ
色
．
雪
．
号
］
・
侭
）
は
第
十
八
’
第
二
十
二
章
の
佛
訳
（
Ｑ
ｇ
・
富
‐

冒
吋
＄
号
国
弔
壗
四
囲
ロ
ロ
四
℃
②
Ｑ
凹
尉
①
丘
①
ロ
）
ご
お
）
〉
ジ
ャ
ッ
ク
・
メ
イ

（
言
。
君
の
切
昌
畠
）
は
第
二
ｌ
第
四
、
第
六
ｌ
第
九
、
第
十
一
、
第
二
十
三
、

第
二
十
四
、
第
二
十
六
、
第
二
十
七
章
の
佛
訳
弓
肖
忌
』
ご
ｇ
）
を
発
表

し
、
総
合
す
る
と
「
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
ー
」
の
全
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
わ
が
国
に
お
い
て
、
荻
原
雲
来
博
士
は
第
十
二
’
第
十
七
章
（
「
荻

原
雲
来
文
集
」
所
収
）
、
山
口
益
博
士
は
第
一
’
第
十
一
章
（
「
中
論
釈
」

Ｉ
、
Ⅱ
）
、
金
倉
円
照
博
士
は
第
十
九
章
（
福
井
博
士
頌
寿
記
念
「
東
洋

思
想
論
集
」
所
収
）
、
長
尾
雅
人
博
士
は
第
十
五
章
（
「
世
界
の
名
著
・
大

乗
佛
典
」
所
収
）
の
和
訳
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
東
西
の
学
者
が

現
代
語
訳
を
な
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
大
乗
佛
教
研
究
に
お
け
る

「
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
ー
」
の
重
要
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
哲
学
の
解
明
、
並
び
に
中
観
佛
教

史
上
き
わ
め
て
重
要
な
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
対
す
る
本
索
引
は
、
佛
教
研
究

者
に
利
す
る
と
こ
ろ
多
大
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
具
体
的

に
は
、
「
弓
国
の
“
●
ｐ
ｐ
Ｐ
冨
目
の
梵
文
と
、
好
完
な
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
随
一
と
さ

れ
て
い
る
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
訳
本
と
の
用
語
が
対
照
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中

観
説
に
お
け
る
重
要
な
用
語
に
つ
い
て
の
信
頼
の
お
け
る
嗣
寓
・
↓
胃
号
・
」

「
弓
号
↓
望
津
こ
の
用
例
を
そ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
」
（
序
文
、
六
頁
）
。
周
知
の
ご
と
く
、
中
観
佛
教
論
害
の
多

く
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
が
散
供
し
、
チ
善
ヘ
ッ
ト
訳
に
お
い
て
現
存
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し
て
い
る
。
佛
教
研
究
を
さ
ら
に
進
め
る
に
は
、
チ
↑
、
ヘ
ッ
ト
訳
に
の
み
現

存
す
る
論
書
を
解
読
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
が
持
ち
あ
わ

せ
て
い
る
国
冨
国
口
‐
留
鳥
胃
洋
ぐ
○
。
§
巳
騨
昌
の
知
識
は
、
そ
れ
ら
を

解
読
す
る
た
め
に
ま
だ
不
充
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
索
引
に
お
け

る
具
体
的
な
対
照
用
例
は
中
観
論
害
の
解
読
に
最
も
有
用
で
あ
る
。

第
二
分
冊
の
序
文
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ

ィ
は
、
「
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
ー
」
の
ほ
か
、
聖
提
婆
（
臂
冒
‐
号
ご
ｐ
）
の

「
四
百
論
」
に
対
す
る
註
釈
（
梵
文
断
片
、
蔵
訳
）
、
そ
の
他
多
く
の
註

釈
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
の
み
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
独
立
の
諭
書
と
し
て
「
入
中
論
（
冨
四
〔
冒
冒
日
凹
圃
く
員
習
騨
）
」
を

書
い
て
い
る
。
「
入
中
論
」
は
か
れ
の
主
著
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
の
学
問

寺
に
お
い
て
中
観
説
の
根
本
諭
書
と
し
て
コ
ー
ス
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
学

習
さ
れ
て
き
た
。
プ
ラ
ー
サ
ン
ギ
カ
派
中
観
説
の
教
学
体
系
は
こ
の
「
入

中
論
」
に
お
い
て
最
も
明
瞭
に
説
か
れ
、
さ
ら
に
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ

ィ
の
学
説
を
解
明
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
諭
書
で
あ
る
が
、
そ
の
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
は
散
快
し
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
の
み
現
存
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
研
究
は
か
な
り
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
そ
の
全
貌
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
第
二
分
冊
（
蔵
梵
対
照

索
引
）
の
意
義
を
述
今
へ
た
「
序
文
」
に
お
い
て
、
「
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
Ｉ
」

と
「
入
中
論
」
と
の
両
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
、
同
一
チ
ー
ム
の
訳
出
者
（
呂
冒
Ｐ

篭
Ｐ
鵯
）
と
校
定
者
（
厨
留
国
富
く
胃
二
一
辱
昌
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
を
指

摘
し
、
本
索
引
に
よ
っ
て
「
入
中
論
」
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
の
構
成

が
か
な
り
具
体
的
に
知
ら
れ
、
「
入
中
論
」
が
初
め
て
「
文
献
学
的
な
研
究

の
対
象
と
さ
れ
解
読
さ
れ
う
る
よ
う
に
な
っ
た
」
こ
と
を
山
口
博
士
は
強

詞
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
本
索
引
の
刊
行
は
称
讃
の
的
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

本
索
引
の
特
徴
に
つ
い
て
二
三
記
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
本
索
引
は
、

す
で
に
言
及
し
た
プ
ー
サ
ン
校
訂
本
（
国
ｇ
ｏ
昏
①
。
四
国
貝
匡
匡
８
弓
）
を

依
用
し
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
テ
キ
ス
ト
は
、
北
京
版
影
印
本
と
デ
リ

ゲ
版
と
で
あ
り
、
前
者
を
主
と
し
、
後
者
を
従
と
し
て
取
扱
っ
て
い
る
。

「
中
論
頌
」
に
関
し
て
は
、
三
枝
充
惠
・
久
我
順
「
中
論
梵
漢
蔵
対
照

語
彙
」
（
宮
本
正
尊
編
「
大
乗
佛
教
の
成
立
史
的
研
究
」
附
録
）
が
す
で
に

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
プ
ラ
サ
ン
ナ
パ
ダ
ー
」
に
引
か
れ

て
い
る
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
「
中
論
頌
」
は
、
本
索
引
の
対
象
に
さ
れ

て
い
な
い
。
利
用
者
は
両
索
引
を
と
も
に
用
い
れ
ば
さ
ら
に
便
利
で
あ
る
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
と
チ
。
ヘ
ッ
ト
訳
の
テ
キ
ス
ト
を
対
校
す
る
と
、

前
者
に
あ
っ
て
後
者
に
欠
け
て
い
る
場
合
、
ま
た
そ
の
反
対
の
例
が
か
な

り
見
出
さ
れ
る
。
対
照
を
立
前
と
す
る
本
索
引
に
は
、
そ
の
場
合
す
毒
へ
て

採
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
他
細
か
い
点
に
つ
い
て
は
「
凡
例
」
に
詳
し
く

記
さ
れ
て
い
る
。

大
乗
佛
教
の
諭
書
の
多
く
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
が
失
わ
れ
、
今
や

チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
に
収
録
さ
れ
る
そ
れ
ら
の
諭
書
を
読
ま
ず
に
は
、
充
分

な
研
究
成
果
は
望
ま
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
果
す
本
索
引
の
役
割
は
は
か

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
す
で
に
、
ラ
モ
ー
ト
、
ド
ゥ
・
ヨ
ン
グ
両
教

授
を
は
じ
め
、
世
界
の
第
一
流
の
佛
教
学
者
か
ら
、
本
索
引
に
対
す
る
高

い
評
価
が
編
者
に
よ
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
、
本
索

引
の
作
成
、
刊
行
の
た
め
に
な
さ
れ
た
長
年
の
努
力
を
高
く
称
え
た
い
。

（
一
九
七
四
年
、
平
楽
寺
書
店
、
Ｂ
五
版
、
各
分
冊
八
、
○
○
○
円
）
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